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1. 制作の背景
　現在日本では様々な贈答の機会が存在する。日本の贈答の
はじまりは農村で行われた季節の収穫物や作物のやりとりで
あると考えられている。
　贈答という行為はただモノを贈るだけでなく，感謝や共感，
思いやりなどの気持ちを贈ることでもあり，こうした気持ち
が言葉だけでは足りないと感じた時や，言葉にして伝えるこ
とが難しくても，贈答品に想いを込めることができることか
ら，重要なコミュニケーションの一種であると私は考える。
つまり，相手に贈りたいという気持ちや想いが発生すること
から，贈答に繋がると考える。
　様々な贈答の機会があり，贈答品の選択の方法や種類も増
えたことで，どうしても贈るモノ自体や，贈るという行為が
注目されがちになっていると感じる。本来の「お世話になっ
ているから」「感謝の気持ちを伝えたい」といった贈りモノ
に込められた想いが蔑ろになっているのではないだろうか。
どうか気持ちや心が見えにくく，埋もれてしまわないように
と日本の贈答文化の歴史を調べ，現代の贈答シーンで使用す
る包みの提案を行う。
2. 制作の目的
　贈りモノや包みに気持ちや想いを込めることではじめて贈
答物が完成し，またその贈る側の気持ちや想いを，受け取る
側が視覚的に見ることができる，感じることができるような
包装の制作を目的とする。相手を想い，選ぶこと，作ること，
渡すこと。そして受け取る人が手に取って嬉しく感じるモノ
を贈答という手段の包みを通じて制作することによって，贈
答シーンが楽しく，より気持ちが伝わるものにする。
3. 四季に沿った贈答シーンに使用する包みの提案
3-1　コンセプト
　「気持ちを込めることで完成するプレゼント」をコンセプ
トに制作を行った。簡単にどんなモノでも包むことができる
が，そこに一筆入れたり，選ぶ一工夫を，贈り手本人が入れ
ることで，相手の心情を考えたり，自らの気持ちを込めるこ
とができるような僅かな時間ができるような包みである。
　贈答とは，食物からはじまり，和歌や手紙といった，品物
だけでないことがわかった。贈答はモノを包むことだけでな
く，季節を愛でる気持ち，また恋心などを和歌にして贈るこ
とも贈答ということから，何か限定された形や大きさではな
く，どんなモノでも包むことができる必要があると考え，熨
斗紙の制作を行う。熨斗紙や水引には，そのもの自体にそれ
ぞれ意味があり，こうした文化を現代でももっと手軽に使い
やすいようなデザインを目指した。贈るモノをそのまま剥き
出しにせず，さらに水引で結んで奥ゆかしくさしだすことで，
相手に対する尊敬の気持ちを表す。こうした水引や紙，紐な
どそれぞれ一つひとつに想いや意味を込めていた日本人の心，
文化に惹かれ，今回の制作にも取り入れた。カードや掛紙を
四季によって様々な種類を制作したので，贈る相手を想いな
がら，選択する自由を設けた。
3-2　素材
　古くから日本の包みの文化のみならず，書や文として使わ
れていた和紙を使用する。現在も包みやパッケージ，袋等で
紙が使用されることは非常に多い。和紙の歴史的な部分だけ
でなく，様々な質感の紙があるなかでも，和紙の独特な柔ら
かく，暖かさを感じる風合いが，今回の制作に合うと考えた。
図 2より左から厚さ 0.14mmの和み紙（和紙）・極薄典具帳・
厚さ 0.3mmの伊勢和紙・金銀の模様付き和紙を使用。
3-3　デザイン
　日本には四季折々の花や食物が観ることができる。しかし，
現在の贈答に使用される包装やパッケージには，イベントに
関連したイメージやキャラクターのデザインが強く，本当の
四季を示すものが少ないのではないかと考えた。掛紙には伝
統模様や和の色彩を使用し，カードは旬の果物，花，行事食
をモチーフとしたデザインでそれぞれ 12ヶ月分，3 種類を
制作した。
4. 今後の課題
　今回はデザインに日本の伝統的な包みや贈る文化をベース
とし，贈答文化と関係が深いと考えた食と季節の文化を取り
入れた。それぞれに込められた由来や意味までは知識がない
と一目で伝わらないと感じたため，補うような制作物の提案
や伝え方が課題となった。
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